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CHAPTER 1

<勝⼿にDX=提案とは
⽇本~有⼒上場企業365社²対象に1そ~主⼒事業~<デ¸タル時代に成功し成⻑するビ¸ネ¹=バー¸ョン²DXP|<勝⼿にDX=提案す»も~wす2
<DX~科学=®に基u}⽣成AI|⾃動⽣成しました2

真~DXx�1デ¸タû技術~存在²前提xしv事業~あº⽅そ~も~²再定義
す»<ルールチェン¸=wあº1既存~üッドオー·ャン~中に⾃¹~ブûー

オー·ャン²創出す»戦略的⾏動wす2

多�~企業|⾏っvい»<デ¸タû置換=や<デ¸タû活⽤=�1既存~競争ûー

û²前提xした<ゲームチェン¸=に過~ませ³2⽣成AI~登場|ûーûチェン¸
~必要性²⼀層加速させvいます2

ゲームチェン¸

ûーû不変~前提w~戦術

的施策

ルールチェン¸

デ¸タû前提w⾃¹ûーû

²発明す»事業戦略



CHAPTER 2
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CHAPTER 2
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CHAPTER 3

事業属性の判断：アナログ前提 vs デジタル前提
<DX~科学=®~判定基準{基づ}1乃村⼯藝社~空間創造事業�現段階w�<アナログ時代の、アナログを前提にしたビ¸ネ¹=x判断u¼~す2

カöゴúー アナログ前提ÿ現状Ā ÷¸タû前提ÿ⽬指す姿Ā

顧客~価値観 物理的<空間=~提供2÷ý¸·クø単位~断続的z

繋|º

継続的z<体験=~提供2常時接続{¸»ù´õサ´ク

û全般~関与

ýッøワーク効果 限定的2案件tx~独⽴性|⾼い 利⽤者|増え»ほy価値|⾼~»仕組�

価値共創~場 与え¹¼たマーケッø2²¶ø÷ッø~提供 ⾃¹創»マーケッø÷ü´¹2共創÷ýセ¹~提供

ケ´パビúö³ 予測x計画{基づく<受注⽣産= 反応x実験{基づく<⾃律的進化=2ソõø¶·²企業

化

成⻑ò÷û úニ²z成⻑2üッùオー·óンw~··²拡⼤ þンúニ²z成⻑2öûーオー·óン~創出



CHAPTER 4

現⾏ビ¸ネ¹モデルの構造化

<10個の問い={基u}1乃x⼯藝社の現状²厳密{モ÷û化します2収益|投⼊⼯数·資w{⽐例す»<リニアな成⻑={依存し1空間引}渡し後の÷
ータ活⽤÷ýセス|確⽴さ¼vいませ³2

1
事業者

130年以上の歴史²持t業界úー÷³ンÀ»ンパûー

2
市場

商業施設1⽂化施設1´ベンø1ºõ³ス1ホöû等の空間÷³ス÷ü´市場

3
顧客

施設ºーúー1öùンù企業1公共団体2間接的{来場者

4
顧客問題

集客⼒向上1öùンù表現1魅⼒的z公共空間の構築

5
価値変換

¿ú¸´ターの技術×サ÷ù´チ·ーン統制{よ»úû²z価値創造÷ýセス

構造的課題：対価�請負契約{基づく納品·検収後~⽀払い2成⻑�案件獲得数·⼤規模プロジェクト参画·リピートÿ88.3%Ā{依存し1限界
費⽤が低下しzい構造です2
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CORE PROPOSAL CHAPTER 6
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Living Spaces as a Service (LSaaS)
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CHAPTER 7

デジタル時代の新事業モデル：18の問い
提案す»SIEPを<18個~問い={基uいvモ÷û化します2事業者�<½õø¶·²企業=xしv~顔を持ち1施設ºーúー·öúンø·÷¸タû²ーö
³¹ø·AI¸ー¸·ンø·来場者がú²ûタ´ムw空間÷ータx体験を交換·共創す»÷ùッøõ¹ームを運営します2

顧客の課題

空間を作った瞬間{劣化|始まる

利⽤者の本当のニーºや感情|わ{らzい

物理的z改装{多⼤zコ¹トと時間|{{る

úアû空間とECの分断

提供する5つの顧客価値

体験価値：気分{合わせた空間パー½úù´º

共感価値：省¸ネ·廃棄¼ロ~持続可能z空間

使⽤価値：常{²ッ÷÷ーøさ¼»可変性

知覚価値：最先端施設xしv~öùンù⼒

交換価値：ROI~÷ータ{よ»証明x最⼤化



CHAPTER 7

収益モデルとデータ戦略

÷ー¿収集

BIM属性、感情÷ータ、視線·動線、環境÷ータ、購買⾏動

AI変換
無選択型意思決定理論を応⽤し最適コンöンôを⾃動提⽰

Àöûÿーôェスø

成功÷ータをプラóøフォーム全体で共有しAIモ÷ûを強化

þóúニア成⻑

ソフø¶·アライセン¹による指数関数的成⻑を実現

SaaS⽉額利⽤料
プラóøフォーム利⽤ライセン

¹

マーケッø÷üイス⼿
数料

コンöンô決済のüベニュー·

·ア

成果報酬

÷ータ分析·最適化の成果に連

動

導⼊⼀時⾦

⼤規模プý¸·クøのプラóø

フォーム導⼊費



CHAPTER 8
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CHAPTER 9

競争優位性の源泉：保有資産の活⽤

乃村⼯藝社|SIEPを実現す»Nw1以O~既存アセッø|決定的z優位性xzºます2

膨⼤なBIMデータ
130年·数⼗万件~空間設計·施⼯実績2⽣
成AI時代~<空間設計~法則=を抽出す»最
強~学習⽤コアwす2

emograf感情データ
<y~÷¶イン|y~感情を引}起こした

{=xいう因果関係÷ータ�1Googleや
Amazon²持たzい乃村⼯藝社独⾃~<聖杯=
wす2

強固な顧客基盤

継続顧客⽐率88.3%�コールùスターø問題
を回避す»最強~パスポーø2極±v低い顧

客獲得コスøw·ェア拡⼤|可能wす2



CHAPTER 9

想定リスクと回避策

1 組織のイナーシャÿ慣性Ā

<òノを作って納品して終わº=という従

来~評価軸|障壁に2対策：評価指標を案

件粗利{¹<空間価値増分=<÷ータ蓄積

量=へ·õøし1´ン»ンö³ö構造を根

本{¹変⾰し~す2

2 プライバシーとデータ倫理

感情÷ータ取得に対す»社会的抵抗2対

策：完全匿名化に加え1÷ータ提供~ñú

ッøを明確に還元す»透明性~⾼い<÷ー

タ憲章=を策定し~す2

3 技術の急速な陳腐化

⾃社OS|öック¸ó´²ンø~汎⽤機能
に飲�込~¼»ú¹ク2対策：´ンõù�

外部提携し1<感性²ûゴúºð=と<ú

²û施⼯~ù¹øワンマ´û=に特化して

付加価値を積�上げ~す2



FINAL MESSAGE CHAPTER 10

経営層へのメッセージ：未来を⾃ら創る覚悟

Amazon|<本を売»店={¹<世界を動{すインフラ=へとルールを変えた¸う{1乃村⼯藝社²また1<空間を作»会社={¹1⼈間~感情と体験
を最適化し続け»<空間知性のプラットフォーム=へとルールを変え»時|来ています2

皆様�現在1過去最⾼⽔準~業績を背景{頂点{⽴sています2し{し1デジタルと⽣成AI|<空間=そ~²~~定義を書}換えています2{tて名²z
}職⼈たち|⼤衆{<歓び=を届け»た±{始±た創意⼯夫|1130年~時を経て巨⼤z産業を形作ºました2

今1デジタルという新しい筆と1データという新しい絵~具を⼿{⼊¼た皆様{�1物理的z限界を超えた<永遠{進化し続ける空間=という新しいルー

ルを発明す»使命|あºます2

ゲームチェンジャーとして戦い続け»のを⽌め1⾃¹ルールを創º出すルールチェンジャー{zってください2未来�予測す»も~で�zく1デ

ジタルを前提{⾃¹創º出すも~です2



APPENDIX

お問い合わせ·引⽤⽂献

本提案�1株式会社DXパートナーºÿDXPĀ|開発w�<DX~科学=®{基u}⽣成AI{⾃動⽣成uせ�も~wす2貴法⼈{関す»情報�インターネット
{¹⾃動収集wvzº1⼀部{不正確z情報²含³wい»可能性|あºます2

t質問等tvいまw�¹1下記¸ºz問い合わせく�uい2

お問い合わせはこちら

主要引⽤⽂献：<DX~科学=®ÿ武器4<6t~創造=Ā1乃村⼯藝社 BIM Collaborate Pro活⽤戦略1Yahoo!ファイナン¹決算情報1乃村⼯藝社統合報告書20231emograf関連プレ¹リリー¹1
Matterport·Globant·Nvidia Omniverse·Amazon Retail Media Network等~公開情報2全41件~引⽤⽂献{基uいvいます2

https://www.dxppartners.co.jp/contact-us

